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「生活のリズム」を大切に 

所 長  舟田 昌子 

  桜の花のたよりもちらほら聞かれる頃となりました。 

 ５～６年保育所に通ったお友達が卒園し保育所の中が閑散としていましたが、本日１０名の新しいお友達

を迎え入所式が行われました。 

5 歳 1名、４歳 1名、2歳３名、１歳２名、７、８ヶ月３名のおともだちです。みんな一様に緊張した様子

で周りを見回しておりました。保護者の皆さんもそうかもしれませんね。卒園された保護者の皆さんは、み

んな「あっという間だったあ」とおっしゃいました。 

お仕事を一生懸命されている間の時間をお預かりし、大勢のお友だちと共に育っていく子どもたちです。み

んなと共に学び習得することはたくさんあります。「共育ち」ともいいますが、子どもの成長はとても早く、

いろんな事も吸収します。おかあさんがいつも明るくいれるように、お子さんが真ん中にいる家庭をめざし

て参りましょう。職員一同心をひとつにし、大切なお子さんの成長をみなさんと手を携えながら支えていき      

                                    

   

 

６月というと連想する情景は、雨、かさ、かえる、アジサイ、あやめ、藤、ぼたん、かきつばた等花好

きの私はついつい花の名前をあげてしまいました。やはり梅雨ですね。梅雨に入るとしばらくうっとうし

い雨の日が続きます。雨の日が多くなるとジメジメが大好きなバイ菌がどんどん増えてきます。 

バイ菌をやっつけるには手洗いがとても大事です。「♪おねがい おねがい かめさん かめさん あ

の△のおやまの上でおおかみおっととと おっこちそう・・・♪」子どもたちはかわいい声でうたいなが

ら丁寧に洗っています。子どもたちの健康を守るためには手洗い、うがいはもちろんですが睡眠時間など

の「生活のリズム」を整えてあげることも大切です。 早寝・・・子どもは遅くても９時までには寝せた

いものです。そんな時間まだまだ仕事があって・・と言われるとは思いますが、子どもが明日一日を快適

に暮らすためにはとっても重要な時間です。どうかここのところは「お母さん頑張って寝せてあげて！」

とお願いします。早い時間に寝ていると起床時間も自ずと決まってきますね。朝すっきり目覚めれば今日

一日が快適です。 そんな「生活のリズム」大切にしたいですね。 

６月は１名入所し、９１名となりました。 

  

６月の行事 
 ５日 食育集会 
１１日 観劇 劇団「貝の火」 
１２日 ただじゅんさん来所 
１４日 職員研修 
１６日 お茶会 
２４日 職員会議 
２５日 誕生会 
２７日 避難訓練 苦情解決委員会 
２８日 ともだち作戦 
※４日、１８日・・・リズム集会 

６月生まれのおともだち 

≪１歳になりました≫ 

  ２４日 しのざわ ひなのさん 

≪２歳になりました≫ 

   ９日 こばやし そらくん 

  １４日 さとう えまさん 

  １６日 おおくぼ りささん 

  １８日 ささき まひろくん 

  １９日 こなり あやかさん 

≪３歳になりました≫ 

  １４日 なかむら みいなさん 

≪４歳になりました≫ 

   ３日 はたけやま ひよりさん 

  ２５日 さとう いさきさん 

≪５歳になりました≫ 

  ２７日 さいとう いおなさん 

≪６歳になりました≫ 

  １２日 きくち れんくん 

  １７日 やまや つばさくん 

  ２３日 さいとう せりはさん 

 ５月２２日（木）「どんぐり植樹祭」でみんなで
歌った「どんぐりえがお」という歌の歌詞を紹介
します。 

「どんぐりえがお」 

作詞 男心会  

  もりで どんぐり みつけたよ 

  みんなで いっぱいひろったね 

  とおくのなかまと わけあって 

  いっしょにすくすく そだてよう 

  あのこのところへ ぼくのえがお 

  このこのところへ きみのえがお 

  やさしい こころが みんなにとどく 

  やさしい きもちが ちからになる 

 

  かわいい どんぐり みつけたよ 

  まいにち みずやり たのしいな 

  はやくおおきく そだってね 

  みどりのふるさと まっている 

  あのこのところへ ぼくのえがお 

  このこのところへ きみのえがお 

  えがおと こころが みんなにとどく 

  えがおの きずなが ちからになる 

 

  なかまと いっしょに かえったよ 

  みんなで もりを つくろうね 

  ぼくらはそうさ ひとりじゃない 

  どんぐりのわを ひろげよう 

  あのこのところへ ぼくのえがお 

  このこのところへ きみのえがお 

  みどりの こころが みんなにとどく 

  みどりの きずなが ちからになる 


